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作成日　　　2015/08/06

改訂日　　　　2021/10/20

安全データシート

「.化学品及び会社情報

化学品の名稿

製品コード

整理番号

供鎗者の会社名称

住所

担当部門
電話番号
「順番号

緊急連絡電話番号

2.危険有害性の要約

化学品のGHS分籍

3.組成及び成分情報

化学物質・混合物の区別
化学名又は一般名

ÅdBluc(アドブルー)

1110028140001

kiso鵬4416-6

日産化学株式会社

東京都中央区日本橋2-5-1　日本橋高島屋三井ビルディング

化学品事業部　基礎化学品営業部
03-4463-8140

03-4463　8138

03-4463-8140

G騰分数に該当するデータは得られていない。

混合物

尿素水溶液

4.応急措置

吸入した場合

皮膚に付着した場合

暇に入った場合

飲み込んだ場合

5.火災時の措置

適切な消火剤
使ってはならない消火剤
火災時の特有の危険有害性

持有の消火方法

消火活動を行う者の特別な保

機具及び予防指貫

6.漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護

具及び緊急時捨置

環境に対する注意章噴

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休思させること。

気分が悪い時は、医師に連繋すること。
気分が悪い時は、医師に連絡すること。

皮膚を速やかに洗浄すること。外観に変化が見られた場合は、必要に応

じて医師の診断をうけること。

水で数分脚注意深く洗うこと。

水で数分的注恵深く洗うこと。　眼の刺激が持続する場合は、医師の診

断、手当てを受けること。
姐ちに埴吐させ、医師の手当を受ける。

散水、水噴霧、泡消火剤、粉末消火剤、二酸化炭素

情報なし

燃焼ガスには一酸化炭素や窒素酸化物などの有害ガスが発生する可能性

があるので、消火作業時に煙を吸引しないように注意する。

加熱分解したガスは有菩なアンモニアガスを含有するので、消火作業は

風上から行う。

消火作業の際は、空気呼吸器、化学用保護衣を着用する。

立ち入る前に、密閉された場所を換気する。

直ちに、全ての方刷こ適切な距離を漏洩区域として隔蹴する。

関係者以外は近づけない。

作業に際しては適切な防護貝を着用し、飛散iしない方法で回収する.

環発車に放出してはならない。

防水シート等で寝いをして、飛散拡大を防止する。
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勢じ込め及び浄化の方法及び　危険でなければ漏れを止める。

機材

二次災書の防止第

7.取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策

安全取扱注意事項

接触回避

衝生対策

保管
安全な保管条件

安全な容審包装材料

8.ぱく毘防止及び保護措置

輯焼した上、砂あるいは不燃性物質で吸収し、あるいは覆って容器に移

す。

廃葉上の注意の項にしたがって廃案する。

すべての発火源を速やかに取除く(近傍での喫煙、火花や火炎の禁止)

局所排気装置の設置、設備の密閉化、又は全体換気を道政こ行うことが

望ましい.

皮膚との接触を避けること。
周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。

適切な保護具を着用する事。
取扱後は、手、顔等を良く洗い、うがいをする。

情報なし

取扱い後はよく手を洗うこ十。

部分的に分解発生したアンモニアガスが蓄積しないように、風通しを良
くしておく。

容器は密閉して直射日光や火気を避け、換気の良い冷暗所で保管するこ
と。

乾燥した温度の低い場所で保管する。

ポリエチレン、ポリプロピレン、塩ビ棚旨

管理法度・許容法度以下に保つために換気装置を設置する。

適切な呼吸器保護具を着用すること。
ゴム手袋など、適切な保護具を着用すること。

情報なし
長袖作業衣

液体

液体

無色透明

徴兵

情報なし
情報なし
情報なし

情報なし

引火せず

情報なし

情報なし
情報なし
情報なし

情報なし
情報なし

情報なし
約〇.09(20℃)

殺儒対策

保護具一

呼吸用保護具

手の保護具

眼、顔面の保蹟具
皮膚及び身体の保護具

9.物理的及び化学的性質

物理状態

形状

色

臭い

融点/凝固点

沸点又は初留点及び沸点範囲
可撚性

爆発下限界及び爆発上限界/
可撚限界

引火点

自然発火点

分解温度

pH

勤粘性寧

溶解度
n-オクタノール/水分配係数

蒸気圧
密度及び/又は相対密度
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組子特性
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情報なし

情報なし

132℃

メタノールに可溶,エタノールに可溶,エーテルに不溶,ク印ロホルム

に不溶,ベンゼンに不溶

10.安定性及び反応性

反応性

化学的安定性

危険有害反応可能性

避けるべき条件

混触危険物質

危険有害な分解生成物

11.有害性情報

急性毒性

経口

皮膚腐食性/刺激性

膿に対する重篇な損傷性/眼

刺激性

呼吸馨嘘作性

皮膚感作性
生殖細胞表具原性・

発がん性

生殖毒性

特定標的腿馨毒性(単回ぱく

露〉

持定標的臓零毒性(反復ぱく
露)

誤えん有害性

12.環境影響情報

水生環境有害性短期(急性)

水生環境有害性長期(慢性)

生態毒性

残留性・分解性
生体蓄穂性

土壌中の移動性

オゾン層への有害性

13.廃棄上の注意

残余廃棄物

通常の取扱い条件において安定である。

加水分解するとアンモニアガスを発生しする。

加熱すると160℃付近でアンモニアを発生し、シアン酸アンモニウムに

変化する

次亜塩素酸ソーダと反応して爆発性のある二塩化窒素を生成する。

尿素と亜硝酸ソーダを溶融しシアン酸を塩を生成する工程‾q曝発発生の

事例がある。

高温、日光

強酸化剤、亜硝酸塩、亜塩素酸塩、過塩素酸塩、次亜塩素酸塩
加水分解:アンモニアガスを発生する。

加熱:160℃付近でアンモニア発生し、シアン酸アンモニウムに変化す

る。

l尿素として】ラットLI)50:847lⅢま/kg(CheⅢ寄atch,2017)

l尿素として】Skin〈h調囲め:22mg/3d(l)一低刺激(Che調at高l.2017)

相識なし

情報なし
情報なし
情報なし
情報なし

情報なし
情報なし

情報なし

情報なし

l尿素として】魚類(コイ)しC50(96厄):9100噂/し(B弧

Site,Rrgis七〇red substances,2014)

甲殻類(ミジンコ)EC5O(24hr):100O孤g/L(ECHA siしe,Rrgistered

3ub3tan○○sタ2014)

【尿素として】藻類(Scenedes闘uS qlladricaudea)Toxicity

thresh°ld〈7d)毒性間借:>100OOmg/L(塁Cmsite,Rrgistered

substances,2014)

情報なし

情報なし
情報なし

情報なし

情報なし

大塁の水に溶解させた後、適切な水処理設備を使って関連法規に適合し

た処骨を施してから破棄する。
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汚染容馨及び包装

14.輸送上の注意

国語規制

海上規制情報
I動議o.

輸a「ine Po=utant

しiquid Sりb$tanee

Transportedin Bulk

Åccordingto肌RPOL

73/78.Annex　Ⅱ.theIBc

code

航空規制情報

し動議o.

園内規制

陸上規制

海上規制情報

圏達番号

附O」73/78附属書重!及

びI関コードによるばら積

み輸送される液体物質

航空規制情報

圏連番号

15.通用法令

労働安全衛生法
毒物及び劇物取締法・

化学物質排出把握管理促進法
PRTR法)

海津汚染防止法

外国為替及び外国貿易法

16.その他の情報

参考文献

その他

廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方自
治体がその処理を行なっている努合はそこに委託して処理する。

関連法規並びに地方自治体の基鞄こ従って適切な処分を行う。

帝になし

該当しない
Not a押licable

Not applicable

特になし

該当しない

特になし
特になし

該当しない

該当しない

特になし

該当しない

非該当
非該当

(非該当

有奮液体物貰(Z猿物質)(施行令別表続1)

輸出貿易管理令別表第lの16の項

16了16の化学商品、化学工業日報(2016)

この情報は新しい知見により改訂されることがありますのでご了承くだ

さい。ここに記載された情報は、当社で調査できる範囲の階数であり、

情報の正確さは保証するものではありません。化学闘こは予見できない

有客性がありうるため取扱いには細心の注意を払ってください。本品の
適正な使用については、使用者において行ってください。
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